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3. Area, Distance は画像が長さ校正(Calibrate Distance)されている場合とされていない

場合で、値が異なります。 
長さ校正されていない場合は、pixels または pixels2 になります。 
長さや面積が何ピクセル分かということになります。 
長さ校正が行われていますと、長さは um, mm での表示になり、面積は um2, mm2 での

表示になります。 
長さ校正とは、画像の 1 ピクセルの長さが何 um(mm)に相当するかを決定することです。 
長さ校正は、Measure メニューの Calibrate Distances で行います。 
校正値は、ご使用のカメラ（素子サイズ）や顕微鏡の対物レンズ（倍率）によって異なりま

す。 
Calibrate Distances につきましては、 
http://www.nihonmdc.com/pages/UIC/MetaImagingsystem_manual_for_web/manual
/pdf/MetaMorph/Menu/Measure/Calibrate_Distances.pdf 
または 
http://www.nihonmdc.com/pages/UIC/MetaImagingsystem_manual_for_web/manual
/menulist_top.html 
でご確認下さい。 
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